






Relationship between Myopia and Elementary Schoolchildren’s Lifestyle 







































己肯定感について質問をした。回収率は100%である。    
 4)視力測定の表示区分 





  裸眼視力1.0未満の児童の割合は4月が37%，10月が41%であった。 
 






図 2 4月・10月男女別視力検査結果 
                                       
（3）学年別の結果（図3） 
4月と10月の結果を比較すると裸眼視力Aの児童の割合は，1年生は84%で変化はなかった。2年生は80%
から 65%へと15%減少，3年生は62%から 56%へと 6%減少，4年生は57%から54%へと3%減少，5年生は48%か
ら 45%へと 3%減少，6 年生 52%で変化はなかった。一方，裸眼視力 D の児童の割合は，1 年生は 3%から 4%へ
と 1%増加，2年生は0%から 6%へと増加,3年生は8%から 16%へと 8%増加，4年生19%から24%へと 5%増加，5
















































図 3 4月・10月の学年別視力検査結果 
 
（4）4月から10月にかけて裸眼視力Aの児童の割合が最も減少した学年男女別の結果（図4） 
裸眼視力 A の児童の割合が最も減少した学年は，2 年生であった。男子は，86%から 71%へ 15%の減少してい




図 4 4月から10月にかけて裸眼視力Aの割合が最も減少した学年男女別の結果 
 
（5）裸眼視力Dの児童の割合が最も増加した学年男女別の結果（図5） 
 裸眼視力 D の割合が最も増加した学年は 5 年生であった。男子は，10%から 14%へ 4%増加していた。女子は，
29%から50%へと21%増えており，男子より約5倍の増加であった。一方，裸眼視力Aの割合は，男子が69%から





















































































































図 5 裸眼視力Dの割合が最も増加した学年男女の結果 

























































































































































































図 11 昼休み外遊び × 裸眼視力 
 
設問「ふだん，家に帰ってから友だちと遊びますか」の結果（図12） 
















































































































































































































































































































































図 21  眼精疲労感 × 裸眼視力 
設問「ふだん，何時ごろねますか」の結果（図22） 
  裸眼視力Aの児童の割合は「21時前に就寝する（68%）」が最も多く，次いで「21時～21時 59分（61%）」で
あった。また，裸眼視力Dの児童は「22時～22時 59分（28%）」が最も多かった。 
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裸眼視力 A の児童の割合は「通っていない（65%）」群に多く，また，裸眼視力 D の児童の割合は，「通って
いる（25%）」群に多かった。塾等に通っている児童に，視力低下がみられる傾向にあった。 
 





図 24  おけいこごと × 裸眼視力 
 
設問「学校以外のスポーツクラブに通っていますか」の結果（図25） 
スポーツクラブに「通っている」裸眼視力 A の児童の割合は 61%で，「通っていない」児童は 57%であった。
視力低下とスポーツとの関連はなかった。 
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